
令和６年６月公表
★重点計画の概要

★目指す学校像（ビジョン）

4 ９５%以上の教員が、思いやりのある心を育成することができた 4 生徒アンケートで、９５％以上が思いやりの気持ちを高めることができたと答えた

3 ９０%以上の教員が、思いやりのある心を育成することができた 3 生徒アンケートで、９０％以上が思いやりの気持ちを高めることができたと答えた

2 ８５%以上の教員が、思いやりのある心を育成することができた 2 生徒アンケートで、８５％以上が思いやりの気持ちを高めることができたと答えた

1 思いやりのある心を育成することができた教員が８５％未満 1 生徒アンケートで、思いやりの気持ちを高めることができたと答えた生徒が８５％未満

4 ９５％の学級が計画通り実施できた 4 生徒アンケートで、９５％以上の生徒が充実した学校生活を送れた

3 ９０％以上の学級が計画通り実施できた 3 生徒アンケートで、９０％以上の生徒が充実した学校生活を送れた

2 ８５％以上の学級が計画通り実施できた 2 生徒アンケートで、８５％以上の生徒が充実した学校生活を送れた

1 計画通り実施したできた学級が８５％未満 1 生徒アンケートで、充実した学校生活を送れたと答えた生徒が８５％未満

4 ９５%以上の教員が、特別支援教育の視点に立ち、教育活動に取り組んだ 4 生徒アンケートで、９５％以上の生徒がきめ細かく個に応じた指導を受けた

3 ９０%以上の教員が、特別支援教育の視点に立ち、教育活動に取り組んだ 3 生徒アンケートで、９０％以上の生徒がきめ細かく個に応じた指導を受けた

2 ８５%以上の教員が、特別支援教育の視点に立ち、教育活動に取り組んだ 2 生徒アンケートで、８５％以上の生徒がきめ細かく個に応じた指導を受けた

1 特別支援教育の視点に立ち、教育活動に取り組んだ教員が８５％未満 1 生徒アンケートで、きめ細かく個に応じた指導を受けることができなかった生徒が８５％未満

4 ９５%以上の教員が、授業改善を実施し、成果を確認できた 4 生徒アンケートで、９５％以上の生徒が「授業は分かりやすい」と答えた

3 ９０%以上の教員が、授業改善を実施し、成果を確認できた 3 生徒アンケートで、９０％以上の生徒が「授業は分かりやすい」と答えた

2 ８５%以上の教員が、授業改善を実施し、成果を確認できた 2 生徒アンケートで、８５％以上の生徒が「授業は分かりやすい」と答えた

1 授業改善を実施し、成果を確認できた教員が８５％未満 1 生徒アンケートで、「授業が分かりやすい」と答えた生徒が８５％未満

4 ９５%以上の教員が、ボランティア活動を通じた、教育活動に取り組んだ 4 生徒アンケートで、９５％以上が「人の役に立つことができた」と答えた

3 ９０%以上の教員が、ボランティア活動を通じた、教育活動に取り組んだ 3 生徒アンケートで、９０％以上が「人の役に立つことができた」と答えた

2 ８５%以上の教員が、ボランティア活動を通じた、教育活動に取り組んだ 2 生徒アンケートで、８５％以上が「人の役に立つことができた」と答えた

1 ボランティア活動を通じた、教育活動に取り組むことができた教員が８５％未満 1 生徒アンケートで、「人の役に立つことができた」と答えた生徒が８５％未満

4 ９５%以上の教員が、防災教育の成果を確認できた 4 生徒アンケートで、９５％以上が「防災教育を学習できた」と答えた

3 ９０%以上の教員が、防災教育の成果を確認できた 3 生徒アンケートで、９０％以上が「防災教育を学習できた」と答えた

2 ８５%以上の教員が、防災教育の成果を確認できた 2 生徒アンケートで、８５％以上が「防災教育を学習できた」と答えた

1 防災教育の成果を確認できた教員が８５％未満 1 生徒アンケートで、「防災教育を学習できた」と答えた生徒が８５％未満

①郷土を愛し、郷土に生きる生徒としての自覚を育み、人も自分も大切にしながら、人の役に立つ
ことの喜びを知る「心豊かな生徒の育成」を目指し、道徳授業の充実、地域をステージにした特別
活動の充実を図り、道徳的実践力や協働して課題解決をする力の育成を推進する。また、安心安
全な学校づくりのため、災害教育といじめ防止を組織的に推進する。
②学ぶ姿勢づくりを基本に、ICTを活用した授業の実施や日野スタンダードに基づくUD化された授
業の構築を進め、分かりやすい授業を展開し思考力、判断力、表現力を高め、話し合い活動を取
り入れ、学力の向上を目指す。

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
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★学校の教育目標

【目指す児童・生徒像】

【目指す学校像】　　

○地域との交流を図り、地域に根
差した教育を推進する。

①学校公開を毎学期実施し、地域の方々や保護者に学校の
様子を公開していく。
②学校・学年便り、ＷＥＢページ等を活用し、生徒の活躍
など情報発信を図る。
③青少年地区育成会等の地域行事にできるだけ多くの生徒
を参加させる。
④ちょこっとボランティア活動を実施し、地域との関わり
の中で、生徒に自己肯定感を持たせる機会とする。

登校支援の推進と
特別支援教育の充
実

○登校支援事業として、チャレン
ジクラス、がんばルームの運営を
推進する。
〇支援を必要とする生徒を把握
し、個に応じた教育を進めるとと
もに、特別支援教育の視点に立っ
た教育のユニバーサルデザイン化
を推進する。

①全教職員が登校支援に主体的にかかわり、生徒への支援
の充実を図る。
②教育相談部会を毎週開催し、生徒の実態を共通理解し、
共通実践を図る。特別支援コーディネーターとＳＣ、発達
臨床心理士、SSW等の連携により、家庭・地域との相
談・支援体制を構築する。専門家（巡回相談等）の見立て
を指導に生かすよう般化に努める。
③特別支援教室、リソースルームとの連携を図る。

　社会と
未来に開
き、みん
なでつく
る

防災、防犯・安全
に関する教育の推
進

○火災・地震・不審者対応など、
非常事態の対応について、生徒自
らの判断で行動することが出来る
能力を育成する。

①様々な場面を想定した避難訓練を実施し、臨機応変に行
動できる力を身に付けさせる。
②自然災害について学習し、地震以外の災害対策について
も学習を深める。
③集団で下校するような事態にも対応する心構え等を身に
付けさせる。

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

豊かな心の育成
○人権教育・道徳教育の一層の充
実を図り、思いやりのある豊かな
心を育成する。

①人権教育や道徳教育を通して、心の教育の充実を図り、
人それぞれの個性の違いや多様性を認め合う心を育成す
る。
②「いのちの授業」を実施し、いのちの大切さについて考
える時間にする。
③がん教育やSOSの出し方教育を実施する。

　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

○生徒一人一人が、充実して学校
生活が送れるような環境を構築す
る。

みずから学び真の学力をつけよう、　豊かな心をもちみんなと協力しよう、　からだをきたえ健全な心身をつくろう

①自ら学び、考え、生き生きと活動し、表現できる生徒　②豊かな心をもち、自他を尊重する生徒　③自らを鍛え、粘り強く課題解決を図る意欲をもち、心身ともに健康な生活ができる生徒

①生徒一人ひとりが大切にされ、よさが伸ばされ、いかされる学校　②生徒同士、生徒と教職員が相互に信頼する温かい学校

①生徒理解に基づいた教育活動を推進し、共感的理解と適切な指導ができる教師　②研修意欲と実践力のある教師

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

【目指す教師像】

①毎月実施する生活状況調査を活用し、生徒の学校生活の
様子を把握するとともに、いじめ防止等に取り組む。
②夏休みの１年生家庭訪問や２・３年生三者面談を実施す
ることで、生徒理解に努め、家庭環境も把握する。
③学校行事、生徒会活動、部活動を通して、生徒が主体的
に取り組める体制を構築する。

取組指標 成果指標

評価指標・評価基準

家庭、地域との連
携

一人一台の端末や
ＩＣＴ機器を活用
した授業

○全ての生徒に対して、分かる授
業を実践し、学力の向上を推進す
る。

○主体的・対話的で深い学びの構
築

①学習規律を確立し、生徒一人一人の学力向上を図る。
②クロムブック（ＩＣＴ等）を活用した授業を実践する。
③ユニバーサルデザインの視点に立った指導方法の工夫・
改善を目指す。

充実した学校生活
の推進


